
2 3 •林業労働安全

1試験担当者

機械化部作業第1研究室:辻 隆造,石井邦彦,桑原正明

2試験目的

国有林事業における林業労働災害発生仲教は,非常に多いので,その原因を追求して林業労 

働の災害防止に対する基礎資料をうる。

3昭和43年度の経過とえられた結果

1集団の人間関係について

集団のモラール,性格,欲求が災害と関連があるといわれている点から,帯広営林局管内 

でトラクタ集材偷における集団のモラール,性格と,各作業員の災害経歴を"調査した。

2新しく改正された伐木造材竹璞基準,集材機作業基準について,その実行が容易に行左わ 

れるよう,現地での実態を調査し,その解説書を作成した。

3 集団の人間関係についての資料数が不足で,一定の結果はつかみえなかったが,集団のモ 

ラールと集団性格の間田は,今までの調査結果と同じように,高い相関がみられた。災害と 

の関連については個人の性格と災害頻発者の関係で若干の知見を得た。

4.伐木造材作業基準解説宙
｝を公干IJした。

集材機作業基準解説書

4昭和44年度試験計画
1 伐木造材作業については,作業姿勢を分析し,作業位健,機械の保持角度の検討

2 集材機作業については,運転手に及ぼす振カ,騒音の影密を調査し,その防止対策を検 

討する。

すた,遅転席と機械据付位置の関係を検討する。

3 職場集団のモラールと集団を形成する成員の集団性格を求め,災害との関連を究明する。
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2 4 .林地肥培(成木施肥と航空機散布)

1試驗担当者

土嶼部土堆肥料科長:塘 隆男

〃 研究室

北海道支場土壤研究室

東北支場育林第5研究室

関西支埸土壊研究室:

四国支場土顷研究室:

九州支場土唳研究室:

2試験目的

国有林の林地肥培事業と十分連絡をとり,共同研究の体制のもとに,過去の肥培林地の効果 

の実態を調査,把握し,今後解明すべき問題点を摘出し,過去の研究成績から研究を推展させ, 

各地域ごとに各立地条件に対応した林地肥培技術を確立する。

3昭和43年度の経過とえられた腊果

1 各地の既往試験地について,必要に応じて除間伐,施肥,成供毋の調査を実施し,中間報 

吿としてとり凄とめた。

2スギ幼令林,成木材とも施肥区に顕著な肥効が認められた。

5除草剤と肥料の混用による下刈短縮については継続調査を行ない,酸化還元電位の季節変 

動,E h曲線の麦価)を調査したか,季節的にEれ曲線は徐々に降下し,肥料との併用にょっ 

て急激に降下することがわかった。

4 広葉樹を対象に肥培林土壊の経年変化を調べた結果,植裁1,2年後から〇換性カルシュ 

ウム含燈の減少がみられた。また肥料が土贖にどのよ5な影聲を与えるかを葉分析によって 

調査した。

5肥培木の材質田ついて,地位別材質曜を行なったが,地位のよいものほど年輪巾が広く 

早材部の細胞直径の大きい傾向を示した。

6.航空施肥を名古屋局と共同で行ない»人工散布よりはるかに均一に散布できることを認め 

た。

4昭和44年度試験計画

1 林試の既存肥培試験地の継続調査
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2 国有林における成木林肥培地の生長調査解析

3 群落状態の水耕法による墓礎実験

4 航空機により肥料の散布条件(地形,風力,飛行速度)の決定,散布された肥料の追跡, 

肥効の確認,空中散布用肥培の開発,経済性の検討・〇
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25.採種園における害虫防除

1試験担当者

保護部昆虫第一研究室：山田房男 ほか

北海道支場昆虫研究室:山田四昭ほか

関西支場昆虫研究室：小林富士雄 ほか

2試験目的

林木育種事業の進展にともない,各地で採種園が造成され,優良種子の生産が期待されつつ 

あるが,その過程にお、いて虫害が著しく,とくに針葉樹にお、ける新梢,球果,種子の被害は各 

地で問題にされている。本試験は,これらの主要害虫について,その稚境お、よぴ生態を明らか 

にするとともに,効果的な防除法を確立する。

3昭和43年度の経過とえられた艦果

(本場)

千葉県下に幼令林固定試験地を設定したほか,関東林木育種場,茨木,千葉,神奈ni,栃木 

の各県各地の地域別のまっのしんくいむし類の稲類をしらべ,野外調査および室内飼育によつ 

て主要種の生活史を調査し,予備的な薬剤防除試験,野外調査による病原微生物や寄生蜂等の 

検索を行なった〇

この結果,関東地方には,まつのしんくいむし類と称されて.いるもの7種のうち6種が分布 

しているごとが判り,また,•主要種であるマツノシンマダラメイガ,マツノヅアカシンムシ 

が千葉,茨城県等では1年に2回発生することを確認し,さらに成虫の発生最盛期にDDT , 

パイジット,スミチオン等の乳剤散布により防除効果が認められるという知見をえた。

まつのしんくいむし類の天敵微生物としては,マッの小蛾類の硬化病の検討として,各地の 

マツ林からシンマダラメイガ被害穂を採集した中の死体から分離した系状菌は！saria 

f ar in 〇 6 aを含むIsaria系統のもの5株Fusarium と思われるもの1,その 

ほか3 ,計9株である。

これらのっち,Isaria系3,そのほかのもの2についてシンマタ' ラメイガ,マツカレハ 

の双方に対する病原性を調べたが,マツカレハに対する病原性はシンマダラに対する病原性よ 

りも一般に弱いものが多かった〇

これらの菌の培養は蚕蛹煎汁培養基,普通寒天培養基,蚕蛹煎汁液など用いた。


